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トマホーク艦モーピルベイの垂直発射装置 (VLS)/7.31ヨコスカ

トマホーク艦の新たな毎港に抗議する

「イラク制裁」 と 「平和国家・ 日本」

（再生紙使用）

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費） ●参加会員（月間会費） ●通信会員

団体 1口 2000円 団体 1口 1000円 年間 1口

個人 1口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます；
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に
合
格

許
さ
な
い
ョ
コ
ス
カ

今
度
は
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
！

モ
ー
ピ
ル
ベ
イ
に
迫
る
平
和
船
団
（
写
真
上
・
中
）

基
地
前
で
の
抗
議
行
動
（
下
）
。
・
:
神
奈
川
新
間

に
横
須
賀
が
お
気
に
入
り
な
の
か
。

•• 
モ
ー
ビ
ル
・
ベ
イ
の
入
港
時
刻
に
合
わ
せ
て
平
和

船
団
が
海
に
出
た
。
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
に
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
も
加
わ
り
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
総
勢
十
隻
。
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
の
規
制
を

か
い
く
ぐ
っ
て
、
モ
ー
ビ
ル
・
ベ
イ
に
接
近
。
モ
ー

タ
ー
・
ボ
ー
ト
は
放
射
能
マ
ー
ク
や
ピ
ー
ス
マ
ー
ク

を
翻
し
て
並
走
し
た
。
横
浜
か
ら
は
非
核
県
民
運
動

と
原
水
協
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
計
七
隻
が
そ
れ
ぞ
れ
に

デ
モ
を
繰
り
広
げ
た
。
陸
上
で
も
入
港
の
前
日
、
当

日
と
二
日
連
続
の
デ
モ
。
基
地
ゲ
ー
ト
前
に
歌
声
が

広
が
る
e

「
こ
の
海
を
愛
す
る
な
ら
、
ト
マ
ホ
ー
ク

は
い
ら
な
い
。
い
っ
し
ょ
に
船
を
出
そ
う
よ
、
ト
マ

ホ
ー
ク
は
い
ら
な
い
！
」

七
月
二
十
八
日
、
グ
リ
ー
ン
・
ピ
ー
ス
は
ワ
シ
ン

ト
ン
で
記
者
会
見
し
、
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
の
核
搭
載
を

決
定
づ
け
る
事
実
を
発
表
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

が
入
手
し
た
米
海
軍
の
公
式
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九

八
七
年
に
就
役
し
た
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
は
こ
れ
ま
で
に

二
回
、
核
兵
器
搭
載
艦
船
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

核
技
術
能
力
検
査
（

N
T
P
I
)
を
受
け
、
検
査
証

を
発
給
さ
れ
て
い
る
。

N
T
P
I
は
平
時
に
核
兵
器
を
恒
常
的
に
運
搬
す
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二

る
艦
船
に
対
し
て
最
低
十
八
ヶ
月
に
一
度
、
核
兵
器

の
組
み
立
て
や
維
持
、
貯
蔵
や
移
動
、
操
作
に
加
え
、

核
事
故
へ
の
即
応
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
実
施
さ
れ
る
厳
し
い
検
査
で
あ
る
。
モ
ー
ヒ

ル
ベ
イ
に
対
す
る
二
回
目
の
検
査
は
一
九
八
九
年
三

月
六
、
七
日
の
両
日
で
あ
っ
た
こ
と
ま
で
わ
か
っ
て

い
る
。こ
ん
な
鞍
し
い
検
査
に
パ
ス
し
た
艦
船
を
手
ぶ
ら

で
（
核
を
積
ま
な
い
で
）
配
備
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
今
度
は
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
（
ス
プ
ル
ー
ア

ン
ス
級
駆
逐
艦
）
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
印
刷

機
に
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
ろ
、
つ
ま
り
八
月
二
十
五

日
午
前
に
は
、
横
須
賀
に
姿
を
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
で
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
母
港
は
四
隻
。
も
う
一

度
閏
こ
う
。
海
軍
は
な
ん
で
そ
ん
な
に
横
須
賀
が
お

気
に
入
り
な
の
か
。
日
本
政
府
は
動
か
ぬ
証
拠
を
い

く
つ
積
み
重
わ
ら
れ
て
も
「
米
国
か
ら
事
前
協
議
の

申
し
入
れ
が
無
い
以
上
核
は
も
ち
こ
ま
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
立
場
を
一
ミ
リ
も
動
こ
う
と
し
な
い
。
い
つ

ま
で
こ
ん
な
ご
ま
か
し
が
通
用
す
る
と
お
も
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
も
う
終
い
に
し
よ
う
。
（
た
）

●
反
ト
マ
全
国
運
動
は
、
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
入
港

に
抗
議
す
る
た
め
非
核
県
民
運
動
と
協
力
し
て
、

艦
の

原
潜
、
慌
た
だ
し
く
動
く

横
須
賀
で
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
原
潜
が
慌
た
だ

し
い
動
き
を
見
せ
た
。

八
月
二
士
二
日
朝
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
（
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
級
）
と
ア
ス
プ
ロ
（
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）
が
相

次
い
で
入
港
し
た
が
接
岸
せ
ず
、
沖
合
に
停
泊
し
て

約
十
分
後
に
は
出
港
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
基
地

か
ら
小
船
が
原
潜
に
近
付
き
、
軍
人
が
小
さ
な
黒
い

バ
ッ
グ
を
原
潜
側
に
手
渡
す
の
を
朝
日
新
間
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
目
撃
、
写
真
を
撮
影
し
、
同
日
の
夕
刊

に
掲
載
さ
れ
た
。
同
紙
は
「
緊
張
が
高
ま
る
中
東
情

勢
に
備
え
、
暗
号
表
を
変
更
し
た
の
で
は
な
い
か
」

と
の
軍
事
評
輪
家
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

5
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「
船
は
常
に
魏
戦
態
勢
を
保
っ
て
い
る
」
。
記
者

団
か
ら
「
ト
マ
ホ
ー
ク
は
現
在
で
も
発
射
で
き
る
態

勢
で
こ
の
下
に
あ
る
の
か
」
と
問
わ
れ
た
モ
ー
ビ
ル

ベ
イ
の
艦
長
は
、

V
L
S
（
垂
直
発
射
装
置
）
を
背

に
こ
う
答
え
た
と
い
う
（
八
月
一
日
「
神
奈
川
」
）
。

七
月
三
十
日
、
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
の
ミ
サ
イ
ル
巡

洋
艦
モ
ー
ビ
ル
ベ
イ
が
横
須
賀
に
入
港
、
母
港
と
し

て
配
備
さ
れ
た
。
こ
れ
で
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
ト

マ
ホ
ー
ク
艦
は
三
隻
。
核
の
前
線
基
地
ヨ
コ
ス
カ
・

日
本
列
島
は
体
を
揺
さ
ぶ
っ
て
、
ま
た
大
き
く
な
っ

た
。
空
母
の
海
外
母
港
が
唯
一
横
須
賀
な
ら
、
ト
マ

ホ
ー
ク
艦
の
母
港
も
横
須
賀
だ
け
。
海
軍
は
そ
ん
な

チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
よ
る
海
上
デ
モ
を
行
い
ま
す
。

（
八
月
二
士
二
日
記
）

母
港
化
を

あ
い
つ
ぐ
卜

こ
れ
で
4
隻
！

モ
ー
ビ
ル
ベ
イ

(
7
/
3
0
)
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト

(
8
/
2
5
)
 

;
4
r
l
 

T
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●
広
島
、
長
崎
な
ど
各
地
の
八
月
の
行
事

に
つ
い
て
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
武
力
併
合
、
経
済
制

裁
と
海
上
封
鎖
。
対
抗
す
る
人
質
作
戦
：
＇
。
中
東
を

め
ぐ
る
情
勢
は
刻
一
刻
と
緊
迫
の
度
を
増
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
局
地
的
紛
争
に
備
え
、
緊
急
派
遣

部
隊
と
前
進
配
備
体
制
を
維
持
強
化
す
る
と
し
た

「
マ
ル
タ
」
後
の
軍
事
戦
略
を
文
字
ど
お
り
に
実
行

に
移
し
、
空
前
の
大
部
隊
を
投
入
、
イ
ラ
ク
制
裁
の

先
頭
に
立
ち
、
「
世
界
の
憲
兵
」
と
し
て
の
存
在
を

誇
示
し
て
い
る
。

日
本
の
基
地
も
活
発
に
動
き
始
め
た
。
沖
縄
か
ら

は
海
兵
隊
の
地
上
部
隊
と
空
中
警
戒
官
制
機
(
A
W

A
C
S
)
が
岩
国
か
ら
は
海
兵
隊
航
空
団
所
属
の
攻

撃
機
が
八
月
上
旬
に
は
出
動
、
佐
世
保
か
ら
は
揚
陸

強
襲
艦
デ
ビ
ュ
ー
ク
な
ど
母
港
と
す
る
四
隻
の
艦
船

が
出
港
し
て
い
っ
た
。
在
日
米
軍
出
動
の
規
模
は
今

後
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
機

動
部
隊
が
近
日
中
に
出
動
す
る
と
の
情
報
も
あ
る
。

．． 

イ
ラ
ク
の
優
略
は
弁
明
の
余
地
も
な
い
、
許
し
が

た
い
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
大
国
が
こ
ぞ
っ
て
く
り

ひ
ろ
げ
る
軍
事
的
介
入
に
「
正
義
」
が
あ
る
と
は
と

て
も
思
え
な
い
。
「
正
義
」
の
か
げ
に
は
、
資
源
を

め
ぐ
る
打
算
や
産
油
地
域
で
の
主
導
権
を
ね
ら
う
野

心
が
露
骨
に
見
え
隠
れ
す
る
。
国
連
決
議
の
枠
す
ら

越
え
て
海
上
封
鎖
を
実
行
が
、
何
時
、
誰
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
軍

事
介
入
と
は
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
ラ
ク
民
衆
を
人
質

呉ベ
ガ
号
と
と
も
に

米
軍
艦
入
港
に
菰
識

七
月
二
十
六
日
、
米
海
軍
の
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
ス

テ
レ
ッ
ト
に
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
到
着
し
た
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
の
反
核
ヨ
ッ
ト
、
ベ
ガ
号
が
並
走
し
て
抗
議
。

翌
二
十
七
日
に
は
、
「
広
島
・
呉
・
岩
国
平
和
船
団
」

の
ゴ
ム
・
ボ
ー
ト
八
隻
と
ベ
ガ
号
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

セ
ー
リ
ン
グ
を
展
開
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
軍
艦
の
す
ぐ

間
近
ま
で
近
寄
り
、
海
の
非
核
化
・
軍
備
撤
廃
を
カ

強
く
訴
え
た
（
写
真
上
）
（
ベ
ガ
号
は
横
須
賀
・
・
・
前

号
で
既
報
、
呉
の
他
大
阪
、
長
崎
も
訪
れ
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
セ
ー
リ
ン
グ
や
市
民
と
の
交
流
を
持
っ
た
）
。

舞
鶴
第
七
艦
隊
旗
艦

ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ

の
入
港
に
抗
議

七
月
二
十
五
日
、
米
第
七
艦
隊
旗
艦
「
プ
ル
ー
リ

ッ
ジ
」
が
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
し
ら
ね
」
と
と
も

に
入
港
し
た
。
日
本
海
で
の
「
日
米
小
規
模
特
別
訓

練
」
を
終
え
て
の
入
港
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
京

都
「
反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
」
の
平
和
船
団
の
ゴ
ム
ボ

ー
ト
四
隻
が
抗
議
。
陸
上
で
は
、
「
ト
マ
ホ
ー
ク
阻

止
京
都
連
絡
会
」
の
吉
田
溝
智
子
さ
ん
ら
三
人
が
市

役
所
前
に
座
り
込
ん
だ
。
座
り
込
み
は
二
十
七
日
ま

で
続
け
ら
れ
た
（
写
真
下
）
。

一
方
、
二
十
五
日
に
は
旧
軍
港
四
市
振
興
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴
各

市
長
が
出
席
、
国
に
対
し
て
、
「
非
核
三
原
則
の
徹

底
」
「
艦
船
の
安
全
対
策
と
事
故
の
再
発
防
止
」
な

ど
を
国
に
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
「
反
ト
マ
全
国

運
動
」
に
参
加
す
る
各
地
の
グ
ル
ー
プ
は
、
各
市
長

に
対
し
て
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
爆
発
事
故
の
真
相
究
明

と
公
表
」
を
国
に
求
め
る
こ
と
な
ど
を
文
書
で
要
請

し
た
。

毎月 1回20日発行1990年8月20日発行第58号（通巻5伊手） 198碑 6月18日第三種郵便物認可 月刊トマ喰い虫 (4)

響戸ロデ支暉:-l「良い軍事介入」

などない

と「イラク制裁」
「平和国家・

と

日本」
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に
と
る
こ
と
だ
。
血
を
流
す
の
は
常
に
民
衆
で
あ
る
。

民
衆
の
立
場
に
立
て
ば
「
良
い
軍
事
介
入
」
な
ど
有

り
得
な
い
こ
と
は
歴
史
が
教
え
て
い
る
。

．． 

今
、
最
も
問
わ
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
あ
り
方
だ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
一
滴
の
血
を
流
す
こ
と
も
な
く
、

石
油
資
源
の
収
奪
の
上
に
繁
栄
を
む
さ
ぼ
っ
て
き
た

「
平
和
国
家
・
日
本
1

が
こ
の
難
局
に
ど
の
よ
う
に

立
ち
向
か
う
の
か
を
世
界
が
注
目
し
て
い
る
。
イ
ラ

ク
の
優
略
を
「
防
衛
力
整
備
の
必
要
性
が
裏
付
け
ら

れ
た
」
な
ど
と
、
軍
拡
の
口
実
に
使
っ
た
り
、
タ
カ

派
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
自
衛
隊
海
外
派
兵
へ
の
階

段
を
上
る
こ
と
は
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。

今
こ
そ
、
国
際
紛
争
の
非
暴
力
的
解
決
を
宣
言
し

た
悪
法
の
原
点
に
立
ち
返
る
べ
き
と
き
な
の
だ
と
思

う
。
こ
の
原
点
に
立
っ
た
外
交
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
っ
。
た
や
す
い
こ
と
で
は
無
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
は
日
本
が
ま
ず
、
自
ら
を
正
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
日
米
安
保
体
制
の
も
と
で
の

軍
備
増
強
も
、
非
核
三
原
則
を
め
ぐ
る
偽
り
も
、
経

済
優
略
や
資
源
収
奪
の
現
状
も
、
す
べ
て
を
こ
の
原

点
に
照
ら
し
て
洗
い
直
し
、
真
の
平
和
国
家
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

こ
の
気
の
長
い
道
程
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
る
ま
で
、

私
た
ち
は
こ
れ
以
上
人
々
の
血
が
流
さ
れ
な
い
こ
と

を
祈
る
ほ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
（
田
巻
一
彦
）
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●
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。
私
は
間
も
な
く

齢
八
十
に
な
る
老
骨
で
す
が
、
七
年
位
前
か
ら
三
重

県
の
北
端
の
桑
名
市
、
桑
名
郡
、
員
弁
郡
を
中
心
に

「
平
和
と
悪
法
を
守
る
桑
員
の
会
」
を
組
檄
し
、
紺

々
と
草
の
根
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
反
核
・
反

戦
・
平
和
・
護
悪
」
と
い
う
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
隔
月

で
発
行
し
て
い
ま
す
。
「
ト
マ
喰
い
虫
」
か
ら
も
資

料
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
会
員
の
一
人
一
人
か
ら
積
極
性
を

引
き
出
せ
ず
、
あ
せ
る
ば
か
り
で
す
。
日
本
国
窟
法

が
完
全
に
路
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
国
民
の
多

vヽ
が
「
今
日
の
豊
か
さ
」
と
「
平
和
」
に
マ
ヒ
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
若
い
皆
さ
ん
の
エ
ナ
ー
ジ

ー
な
活
動
に
心
か
ら
の
声
援
を
送
り
ま
す
（
一
九
九

O

'

七
・
ニ
八
夜
）
。
（
加
蕨
隆
通
・
無
職
・
桑
名

市）●
げ
ー
を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

D
e
-
a
l
i

g

＝

ョ

e＝
t

（
非
同
盟
）
、

D
e
-
mi
I
 

i

t

a
ri
z
at
i

o
n
 

(
非
軍
事
化
）

‘
D
e
-
n
u
c
l
e
a
ri
z
at
i

o
n
 

(
非
核
化
）
、

D
e
v
e
l
o
p
e

読
者
か
ら

(

8

.

3

)

.

 

9
0
.
7
.
2
1
i
8
.
2
0
 

（
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

ソ
ル
ト
・
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
ー
(

L

級
）
午
前

LO時
15
分

横

須

賀

に

入

港
。
同
日

10
時
27
分
に
出
港
。

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

(

L

級

）

正

午

横

須
賀
に
入
港
c

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

(

L

級
）

時
横
須
賀
を
出
港
。

*
1
9
9
0
年

8
月
20
日
現
在
各
港
へ
の
原
子
力
艦

の
入
港
回
数
は
、

横
須
賀

（
う
ち
原
潜
0

回）

ホ
ワ
イ
ト
ヒ
ー
チ

＊
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ

テ
ィ
ー
、
゜
ヽ
ー
ミ
ン

）
 

ガ
ム
の
両
艦
と
も
核

非
核
両
用
の
巡
航
ミ

サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー

ク
の
配
備
対
象
艦
で

あ
る
c

＊
原
潜
の
入
港
回
数

は
す
で
に
咋
年
一
年

の
合
計
を
上
回
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
後

の
中
東
情
勢
い
か
ん

に
よ
っ
て
は
、
原
潜

の
出
入
港
が
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
も
あ

る
。
要
注
意
た
。

9
 

... ,. 

籍

奈

川

発

」

翡
コ
ー
ド
・
改
磁
緊
出
魯
し
た
！

v

搭
載
の
有
無
を
デ
ェ
ッ
ク
し
た
る
。

い

？

・

戎

「

非

核

コ

ー

ド

・

ト

マ

ホ

ー

ク

ポ

ス

タ

ー

（

縦

五

古

、

横

子
巴
の
改
町
版
が
、
面
民
の
七
十
八
t
ン
）
で
は
、
米
議
会
で

蔽

作

寃

ぃ

の

ち

と

く

ら

し

を

守

る

共

同

の

奮

唇

五

つ

の

情

報

源

U

ょ

搭

卜

書

行

動

委

員

会

＇

一

（

代

表

・

福

田

を

、

配

備

計

画

を

十

点

、

実

ク

ス

話

利

久

自

活

労

県

本

部

副

委

員

戦

配

備

を

璧

屋

き

て

核

解
長
）
か
ら
ポ
ス
タ
，
ー
に
し
て
発
疑
惑
度
を
点
数
化
し
表
に
し

ー

リ

＿

行

さ

れ

芦

初

版

後

三

年

間

の

た

。

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

艦

「

バ

ン

ホ

の

夕

薪

資

路

羞

づ

き

、

七

十

八

隻

カ

ー

ヒ

ル

ほ

讐

八

十

点

で

、

ス

の

リ

ス

，
L
を
作
成
、
横
須
賀
を
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
な
と

マ

隻

ポ

母

港

と

す

る

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

艦

と

並

ん

で

ト

ッ

プ

、

駆

逐

艦

ラ

7

「
バ
ン
カ
ー
ヒ
と
な
ど
の
核
ァ
イ
フ
る
言
点
で
高
い
数

ト

8

疑
惑
を
強
く
示
す
内
容
に
な
っ
字
を
あ
げ
て
お
り
、
両
艦
の
核

県
民
の
い
の
ち
を

守
る
共
同
行
動
委
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
搭
載
を
強
く
疑
わ
せ
て
い
る
。

解
説
書
、
資
路
集
も
発
行
す
る
。
「
非
核
コ
ー
ド
の
解
説
l

(

B

横
須
賀
港
入
港
が
予
想
さ
れ
リ
ス
ト
に
上
が
っ
た
艦
船

4
判
、
六
十
六
ぷ
ー
）
は
、
ト
マ

る
米
海
軍
艦
船
の
ト
マ
ホ
ー
ク
は
、
全
太
平
洋
配
備
核
搭
載
可
ホ
ー
ク
の
説
明
の
ほ
か
、
核
爆

能
艦
か
ら
、
卜
弾
、
核
爆
雷
な
ど
ト
マ
ホ
ー
ク

マ
ホ
ー
ク
搭
載
以
外
の
核
に
つ
い
て
の
情
報
も

予
定
艦
約
六
十
掲
載
。
ま
た
、
コ
ー
ド
作
成
の

書
隻
、
J
ー
マ
ホ
ー
資
料
婆
根
拠
資
料
フ
ァ
イ
ル
」

説解
ク
搭
載
対
象
の

(
B
4判
、
百
＝
平
三
ぞ
）
に

と
建
造
中
の
艦
船
塁
め
ら
れ
て
い
る
。

l
 夕
十
八
隻
。
ト
マ
ポ
ス
タ
ー
は
一
万
五
干
部
発

ス
ホ
ー
ク
搭
載
が
行
、
一
部
二
百
円
、
解
説
は
千

ポ蕊
確
実
な
艦
船
は
五
百
部
発
行
し
三
百
円
で
販
売

ま
水
上
艦
十
六
す
る
。
根
拠
資
料
は
特
別
に
必

版
隻
潜
水
艦
七
要
と
す
る
人
に
限
定
し
て
無
絡

函
累
の
計
二
士
―
―
配
布
す
る
。

隻
で
、
初
版
に
問
い
合
わ
せ
は
、
同
共
同
行

比
べ
十
一
隻
も
動
委
員
会

B
0
4
5
(
7
7
4
)

増
加
し
て
い

2
4
3
5。

=
e
nt
 

o
n
 
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
 

(
自
立
的
発
展
）
の
う

ち
今
日
の
日
本
で
は
、

O
e
-
mi
 

I
 

i
 

t

a
r
 
i
 

z
a
 
t

i

 

o
n

の
す

す
め
が
一
義
的
に
重
要
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
天
皇
が
Q
u
a
k
e
r

の
教
育
を
一
時
に
も
せ
よ

受
け
た
こ
と
は
、
こ
の
人
の
た
め
に
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
（
佐
藤
行
通
日
弘
•
仏
教
僧
侶
·
茨
城

県
鹿
島
郡
）

●
い
つ
も
「
ト
マ
喰
い
虫
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
春
、
沖
縄
の
読
谷
村
に
ニ
ヶ
月
住
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
沖
縄
駐
留
米
軍
の
都
市
ゲ
リ
ラ
戦
演
習

（
恩
納
村
）
の
強
化
や
原
潜
の
ひ
ん
ば
ん
な
入
港
を

み
て
き
ま
し
た
C

沖
縄
を
十
分
視
野
に
い
れ
て
安
保
や
反
戦
を
考
え

て
来
た
の
か
？
と
自
分
の
浅
薄
さ
を
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
す
こ
し
目
が
か
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
反
ト
マ
運
動
に
こ
の
と
こ
ろ
呼
応
し
て
お
ら
ず

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

（
花
埼
皐
平
・
文
筆
業
・
札
幌
市
）

●
私
は
七
十
オ
に
な
っ
た
孤
（
独
居
・
子
供
な
し
）

老
の
一
人
で
す
が
、
戦
争
時
代
を
体
験
し
た
も
の
と

し
て
、
そ
の
頃
参
政
権
も
な
く
情
報
も
国
家
管
理
さ

れ
た
な
か
で
心
に
思
っ
て
い
て
も
反
戦
運
動
―
つ
で

き
な
か
っ
た
責
任
を
ひ
き
ず
っ
て
き
ま
し
た
。
四
十

五
年
た
っ
て
、

T
V
そ
の
他
に
情
報
は
あ
ふ
れ
、
若

い
人
の
海
外
旅
行
も
マ
マ
に
な
り
半
分
は
高
等
教
育

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
リ
ッ
チ
日
本
に
な
っ
た
の
に
、

た
だ
経
済
的
に
他
国
を
慢
略
し
て
、
（
八
ペ
ー
ジ
ヘ
）

トマ喰い虫を
いっしょに
作りましょ

よ

っ

●編集から、版―ド作り、印刷まで「トマ喰い虫」はすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味がある人、平和運動の新しい

話題にふれてみたい人、イラストやデザインをいっちょうや

ってみようか、と思ってる人。ワープロ打ちならまかせなさ

い、あるいは覚えてみようかな、なんて考えているひと。新

しい友との出会いを願っているあなた！ いっしょにやって

見ませんか。

豆二＇日
●月に一度の発送も大事な仕事です。一度のぞきにきてくだ

さい。ちょっとの時間でも手を貸してもらえたらうれしいで

す。毎月20日直後の日曜日、日吉のトマ喰い虫社分室です。

（東横線H吉駅下車歩いて 7 分／~044(63)5101)

次団は

虹23日（日） 午後2時からです。
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（
七
ペ
ー
ジ
か
ら
）
グ
ル
メ
、
買
い
物
、
わ
が
子

教
育
投
資
に
狂
奔
す
る
多
数
派
国
民
に
怒
り
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
あ
の
憲
法
前
文
の
精
神
を
真
剣
に
実
現

す
る
こ
と
が
、
日
本
国
民
（
主
権
者
）
の
当
然
の
義

務
で
あ
り
、
責
任
で
あ
り
、
地
球
人
と
し
て
の
権
利

で
あ
る
と
考
え
ま
す
（
別
便
で
カ
ン
パ
送
金
し
ま
し

た）
0

[

振
替
用
紙
通
信
欄
に
]
ア
メ
リ
カ
の
裁

判
所
へ
の
提
訴
は
大
賛
成
で
す
が
、
「
艦
載
機
の
騒

音
」
だ
け
が
争
点
な
の
は
お
か
し
い
。
「
核
を
含
む

全
世
界
的
軍
縮
↓
ア
ジ
ア
の
代
表
的
既
基
地
と
な
る

ョ
コ
ス
カ
の
基
地
を
と
め
よ
」
と
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
同
時
に
自
民
党
員
に
「
軍
事
費
削
減

に
賛
成
か
否
か
」
、
野
党
に
は
「
軍
縮
を
闘
う
か
ど

う
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
る
な
ど
し
て
圧
力
を
。

（
安
藤
八
千
代
・
無
職
・
千
葉
市
）

会計報告
(90 7 20 ~8  17) 

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

0今月の収入

会費収入

維持団体
内 維持個人

訳［：は訂
通信会員

カンパ収入

行動収入

資料収入

反核ホットライン収入

アンケート調査収入

利息収入
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今

至

晉

江
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1

の
お
願
い
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91OO

●
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
結
果
、
財
政
状
況
は
好
転
し

ー

姻

1
9
2
9
2
8
6
4
2
6
6
9
0
2
7
5
0
0
0
0
6
0
0
4
3
0

3

0

8

9
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5

4

8
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8
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5850

つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
●
上

1

2

 

ッ

経

費

記

の

会

計

報

告

の

あ

と

、

ヒ

ュ

ー

イ

ッ

ト

の

横

須

賀

卜

費

△

イ

ン

経

科

）

一

イ

査

数

入

港

・

母

港

化

に

抗

議

し

て

、

睦

時

の

ハ

ガ

キ

発

送

、

分

ュ

ラ

調

手

月

費

ヒ

ト

ト

等

越

．

．

工

」

入

港

当

日

（

―

-

十

五

日

）

の

チ

ャ

ー

タ

ー

船

に

よ

る

11

熟

（

費

ッ

一

替

越

越

繰

・

i

.

.

筵
：
紅
血
暉
此
臼
印
呻
厨
万
畔
遁
麟
慇
磁
ヅ
海
土
抗
議
デ
モ
と
、
行
動
支
出
が
相
次
き
ま
し
た
。

恥
家
水
霊
郵
文
印
行
資
反
ア
郵
恥
経
原
砂
岱
年
．
ぃ
i5
藁
密
デ
モ
は
「
平
和
船
団
」
の
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
と

•
5

国
〖
噂
も
に
‘
抗
議
の
声
を
直
接
海
軍
に
伝
え
る
、
大
事

今

心
た
よ
‘

□]□
口
叫
叫
]

因

っ

て

、

み

す

笙

｛

き

た

い

行

動

て

す

0

0
と
い
う
わ
け
で
、
カ
ン
パ
、

4
~
[滞納
会
費
の
納
入
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

t
.
.
!
'
,
1
'
・
:
I
`
,
1
|
|
|
|
'
|
'
|
|
,
ー
|,.1:9,||'

集
部
で
は
皆
さ
ん
か
ら
（
禎
り
を
お
待
ち
し
ユ
月
刊
ド
マ
喰
い
虫
第
五
八
号

一
九
九
0
年
八
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
五
九
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
全
国
運
動

ま
す
。
紙
面
へ
の
感
想
、
函
批
判
、
身
の
ま
わ
卜
）

〒
一
五
0

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
―

-I
五
ー
九

り
の
耳
よ
り
情
報
、
運
動
へ
の
提
案
、
ア
ピ
ー
ル
、

誰

か

に

告

げ

た

い

掬

の

う

ち

…

。

内

容

は

自

由

。

パ

ル

青

山

五

0
1

―
ト
マ
喰
い
虫
社

同

封

の

読

者

カ

ー

ド

を

ご

利

用

下

さ

い

。

紙

面

で

？

0
三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
―
―
-
)
五
一

0
1

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
は
言
い
足

F
A
X
0
四
四
（
六
三
）
九
九
0
七

郵
便
振
替
東
京
六
ー
ニ
ニ
六
一
四
八

り
な
い
ゾ
、
と
い
う
方
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。
二
0

0

0
字
位
を
目
途
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
締
切
り
は
＊
編
集
ト
マ
喰
い
虫
編
集
委
員
会

毎

月

十

日

で

す

。

（

絹

集

部

）

＊

定

価

一

0

0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）

会
計
よ
り

カ
ン
パ


